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研究成果の概要（和文）：西表島内の物理的・生物的環境の変異とイリオモテヤマネコの移動パ

ターン、およびこれらの間の関連について明らかにした。さらに島嶼間の移動について、自然移

動（コウモリ、鳥類、植物）と人為移動（カエル類、カメ類、植物）を現在と歴史的なものに分

けて解析し、島の群集構造と生物多様性に与える影響を島間の変異とその起源、島間の関連、島

の固有性の視点から考察した。 

 
研究成果の概要（英文）：Environmental variations of the physical and biological features 

within Iriomote Island, and the movement pattern of the Iriomote cat were clarified. And 

the relationship between them was analyzed. Natural movement (bats, birds, plants) and 

artificial movement (frogs, turtles, plants) were investigated both at present and in the 

past. From these results, the factors affecting island community and biodiversity were 

discussed in terms of variation of islands environments, its origin, special and historic 

relationship among islands, and indigenousness of island community. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)島嶼はそれぞれに異なる特異な生態系を

維持している。その理解と保全のためには

個々の島の特異性とともに島嶼群としてのつ
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らなりとして理解することが必要である。西

表島を含む琉球列島は生物多様性のホットス

ポットとしても注目されていることから、島

嶼群の研究の絶好の舞台となる。これまでの

研究成果を踏まえて、島嶼群の構造と保全に

関する包括的研究を行うこととした。 

 

(2)本研究に関わるメンバーは本地域で長年

にわたって調査研究を継続して来ており、そ

の蓄積を活用し、それを相互に関連づけて、

集大成を行える段階となっていた。 

 

２．研究の目的 

 

(1)琉球列島の中で最も人為的撹乱が少なく、

生物多様性が高いとされている西表島を中心

として、その周辺の島嶼とのつながりを、時

間的、空間的軸の中で理解し、島嶼群である

ことの意味、生物の移動の役割、島嶼群とし

ての維持機構を理解する。 

 

(2)本地域の生物多様性の保全を考える上で、

島嶼および島嶼群であることの意味を明らか

にし、保全の上の提言を行う。 

 

３．研究の方法 

(1)西表島の生物相、(2)島間の生物相の関連

（爬虫類、飛翔性動物）、(3)島間の歴史的関

係に関わる生物地理学的解析、(4)集団の遺伝

的解析、(5)島の環境、(6)外来種、の項目に

ついて野外調査と解析を行った。 

４．研究成果 

(1)西表島におけるイリオモテヤマネコの行

動圏配置と移動パターンを明らかにした。特 

にオスの移動が個体群の維持に重要な役割を

果たしていることは明らかになった。また、

低地部と山地部という２つのタイプの異なる

と考えられる生息地の物理環境、生物環境を

比較したところ、環境タイプや生息する動物

相（特に種構成）が異なることが明らかにな

り、それはヤマネコの食性とヤマネコの定住

性に反映されている。しかし、低地部より単

純であることが予想された山地部については、

実際にはその中に「低地部的環境」がパッチ

状に存在することが明らかになり、イリオモ

テヤマネコの環境利用とパッチ間移動に影響

を与えていることが明らかになった。食物連

鎖上位の食肉目については餌資源や微環境の

変異と生息状況を具体的なデータと関連づけ

た研究は困難であり、本研究は海外でも評価

された。今後は２地域間の実際のヤマネコの

移動について、ヤマネコの一生の生活史と関

連づけた調査が必要である。そのためには新

しい手法の開発が課題となった。 

 

(2)サキシママダラ、サキシマヌマガエルなど

の広範に生息する両生爬虫類について、集団

遺伝学的解析を行った結果、西表島を含む南

琉球の種の多様性、固有性の高さと、島間が

系統的に複雑な関係を持つことが明らかにな

った。 

 

(3)ハマヒサカキ類等をはじめとする琉球列

島固執の植物種のDNA 解析から、琉球列島内

での系統的関連と変異を解析した。また、シ

ダ類の属間雑種の起源を明らかにし、そこか

ら西表島における植物種多様性形成要因を議

論した。また、複雑な異種間交雑を起こして

いると予想されているツユクサ科植物につい

て、分布の状況と、島間の遺伝的比較を行っ

た。その他、ハマヒサカキ類の起源について

分子系統学的手法を用いて検討した。オキナ

ワイボタ、ネズミモチ、シダ類、ヤブラン等

について分布と遺伝子構成を解析し、いくつ

かの新知見を得た。これらの知見はこれまで

の報告をくつがえすものがいくつか含まれて

おり、それぞれの島内、島間の変異の複雑さ

と重要性を示すものとなった。 

 

(4)琉球列島で問題となっている侵略的外来

種オオヒキガエル、シロアゴガエル、カメ類

などの分布の広がりの現状、食性、個体群構

造、生活史特性などの生態的特徴から、それ

らの人為的移動によるインパクトを明らかに

し、また、個々の島嶼群への侵入時期および

創始個体の遺伝的特性に関する検討を行った。

きわめて少数の遺伝的に均一な個体によって

創始されたと考えられた種（たとえばシロア

ゴガエル）がある一方で、人為的に分布を拡

大すると考えられている種が在来であり、人

為的な影響がきわめて少ない例（ミナミヤモ

リなど）も確認された。植物ではアメリカハ

マグルマの分布拡大について種子繁殖能力か

ら検証した結果、これまでの知見とは異なり、

主旨が海流分散している可能性があることが

明らかになった。これらの知見は外来種問題

についてその影響、特に移動が引き起こす問

題点について具体的な野外データに基づいて

解析したものとして貴重である。今後この成

果に基づく実効性のある提言を行っていくこ

とが課題となる。 

 

(5)飛翔性動物であるクビワオオコウモリと

海鳥を対象として、島間の移動と各島におけ

る活動内容との関連について解析した。海鳥 

についてはさらに長距離の移動も含む。その



 

 

結果、離れた島間の移動と近接した島間の移

動は、その頻度やタイミングが異なり、別の

要因によるものであることが明らかになった。

クビワオオコウモリの場合には、さらに繁殖

活動や個体のステータスにともなう、島内移

動も明らかになった。今後さらに細かい移動

パターンの解析が必要であり、長期モニタリ

ングの手法と体制が課題となった。 

 

(6)本研究では、GPS テレメトリーシステム等

を利用した長距離移動のモニター方法につい

て試行を行い、検討した。いくつかの問題点

は抽出されたものの、制限付で野外における

適用について可能であることが確かめられ、

今後の研究の方法論を確立することができた。 

 

(7)これらの知見から、イリオモテヤマネコと

その生息地の西表島の生態系の保全について、

また、外来種の対策についての提言をいくつ

かの文献で公表した。 
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